
たか｢安保体制｣の転換点195日964富次公介著皇池田外交のリアリズム

(講談社･ 1575円)

私たちは薄氷の上を餅いている〇一万で竪丁放棄を
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張った怒法を姿持し､他方で在藍米寮を許琴し､出席隊を認め'最近では国連の常任埋軍国になろうとしているごjれは私たちの｢だらしなさ｣でもあり｢したたかさ｣でもある｡
こうしたジレンマにひとつの回答を試みたのが本番

であるo沖縄田野穴学准彩の嘗者は､日米安保の定
第･安定期としての池田政権(.九六〇-大四年)

に潜限している0日米安保と卸いて池口勇人の名を運恕する人は多くはないであろうo弛蟻の首相在任は､安保改定を強行した岸信介と沖縄返還を成し遂げた佐
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藤栄作の狭間の時邦であり､やや地味な印象すら受ける｡しかし'この碁つな即藍を退ける迫力が末串にはある霜田は日米の｢イコール･パートナーシップ｣丸基調とし､日米安保を軌道に乗せ､開発援助を通じて東南アジアへの祭外交を展開した｡国力に見合った｢負担｣を求めるアメリカに､慧轡協力ではなく経済的東献で応捺したのであるon米関係をr対米総鹿｣
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として轡見る見方が1魁には胎泉しているが､これは国際関係の理解としては嘉的であろう｡池田外交の｢リアリズム｣はもっと正当に評価されて良いはずであるo
日本の外交には哲学がないとよま琵われるUしかし

けん才アル

外交は哲学になってはならない｡哲学は自己の研餅であるが､外交は｢他者｣との対誰であるo射嘉の目的
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は'撃の意見を｢準えること｣であって､叩き放すことではないo恕的には苓鮫北もない-あるのは
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説得と妥協であるo外交はしばし夫婦間の関係に愉えられるが､それは外交のこうした性格を鼠夢に示しているo著が言うように､鼻関係とは｢対立と妥協｣の過程である｡私たちは日本外交の｢だらしなさ｣に

り｣

落胆するのではなく､寧ろその｢したたかさ｣から多くを学ぶべきではないだろうか｡太容を閉じた時､共和政ローマの繋家キケロの営業が避起されたひ私たちに求められているのは東明な嵐考｣よりもなお｢供重な狩野である､とS　(九州大准教授大栄哲)


